
市政　窓の

眼
病
の
仏
様

野
手
を
歩
く

　

眼
病
を
治
す
御
利
益
が
あ

り
信
仰
を
集
め
る
神
社
や
寺

院
は
、
現
代
で
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
他
方
、
か
つ
て
は

信
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
伝
わ

る
も
の
の
、
そ
の
存
在
を
忘

れ
去
ら
れ
た
社
寺
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
９
８
０
年
代
に
『
東
総

の
四
十
九
薬
師
』（
大
木
衛
・

高
森
良
昌
著
）、『
房
総
の
万

病
平
癒
御
利
益
寺
社
巡
り
』

（
川
村
純
一
著
）
が
相
次
い

で
出
版
さ
れ
、
市
内
の
調
査

に
関
係
し
て
か
ら
30
数
年
ぶ

り
に
野
手
・
内だ

い

裏り

塚づ
か

の
薬
師

堂
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら

れ
た
と
見
ら
れ
る
薬
師
堂
が

あ
る
の
み
で
、
か
つ
て
銚
子

市
常
世
田
町
・
常
灯
寺
の
薬

師
如
来
像
（
国
の
重
要
文
化

財
）
と
と
も
に
「
下
総
三
薬

師
」、
あ
る
い
は
「
海
岸
の

三
薬
師
」
と

し
て
広
く
信

仰
を
集
め
た

と
伝
わ
る
面

影
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。

　

堂
の
前
の

窪
地
は
池
の

跡
と
さ
れ
、

絶
え
ず
き
れ

い
な
清
水
が

湧
き
出
て
目

を
洗
う
と
眼

病
が
治
る
と

信
じ
ら
れ
て

い
た
と
言
い

ま
す
。

　

堂
の
由
来

匝瑳探訪
166

な
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
１
９
２
１
（
大
正

10
）
年
刊
行
の
『
匝
瑳
郡
誌
』

に
「
縁
日
は
陰
暦
六
月
十
一

日
な
り
」
と
記
載
さ
れ
、
当

時
は
か
な
り
の
信
仰
が
あ
っ

た
と
推
察
で
き
ま
す
。
そ
し

て
「
下
総
四
十
九
薬
師
」
や

「
東
総
四
十
九
薬
師
」
霊
場

の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

眼
病
の
仏
様
で
は
大
寺
・

龍
尾
寺
の
よ
う
に
、
弘
法
大

師
空
海
が
霊
水
を
湧
き
出
さ

せ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま

す
。

　

下
総
四
十
九
薬
師
や
東
総

四
十
九
薬
師
の
霊
場
巡
り
が

い
つ
ご
ろ
構
成
さ
れ
た
か
全

体
像
な
ど
不
明
で
す
が
、
東

総
に
限
る
と
番
外
を
含
め
四

十
九
薬
師
の
約
３
割
が
市
内

に
ま
つ
ら
れ
、
広
く
信
仰
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　

本
紙
１
月
号
掲
載
の
写
真
説

明
で
、「
権
現
造
り
」
と
あ
る
の

は
「
神
明
造
り
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）
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